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保
護
者
会（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

が
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
八
日

（
土
）、
七
十
五
名
の
保
護
者
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
本

学
一
号
館
四
階
の
講
堂
で
行
わ
れ
た

全
体
会
で
は
、土
屋
和
夫
後
援
会
長
、

阿
左
美
章
治
学
部
長
の
挨
拶
の
の

ち
、「
各
学
科
の
現
状
と
課
題
（
報

告
）」
と
題
し
て
田
所
忠
弘
管
理
栄

養
学
科
長
、
丸
井
正
樹
食
品
学
科
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
会
場
を
移
し
学
科
・
学
年

別
の
懇
談
会
が
ク
ラ
ス
担
任
を
中
心

に
実
施
さ
れ
た
。履
修
や
就
職
活
動
、

国
家
試
験
、
家
庭
で
の
様
子
な
ど
に

つ
い
て
、
参
加
者
全
員
で
の
懇
談
や

個
別
で
の
面
談
形
式
に
よ
り
、
担
任

と
保
護
者
の
間
で
情
報
提
供
や
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
希
望

者
の
み
の
参
加
で

行
わ
れ
た
情
報
交

換
会
で
は
、
教
科

担
当
や
研
究
室
指

導
教
員
な
ど
学
年

担
任
以
外
の
教
員

も
交
え
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
有
意
義
な
時

間
が
持
た
れ
た
。

保
護
者
会
に
参
加
し
て

１
Ｎ
Ａ　

井
筒　

紀
子

　
「
管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い
！
」

と
の
夢
の
実
現
の
為
に
念
願
叶
い
東

京
聖
栄
大
学
に
入
学
し
て
早
い
も
の

で
半
年
。
大
学
で
の
様
子
を
殆
ど
話

さ
な
い
娘
の
学
校
生
活
を
知
る
良
い

機
会
だ
と
思
い
保
護
者
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
合
格
率
や
就
職
状
況
等
の
報
告
か

ら
将
来
を
見
据
え
て
の
教
育
方
針
に

改
め
て
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
学
年

別
懇
談
会
で
は
授
業
の
様
子
や
学
生

一
人
一
人
に
対
す
る
熱
意
に
感
謝
し

改
め
て
先
生
と
学
生
、
保
護
者
の
距

離
が
近
い
大
学
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
同
士
の
意
見
交
換
も

活
発
に
行
わ
れ
保
護
者
と
し
て
の
悩

み
に
共
感
し
、
参
考
に
し
た
い
意
見

も
多
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
学
年
別

懇
談
会
と
は
違
っ
た
雰

囲
気
で
、
身
近
に
先

生
・
職
員
方
と
忌
憚
な

く
懇
談
し
、
先
生
方
の

人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
年
度

も
是
非
参
加
し
た
い
と

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

保護者会

会
長
挨
拶

後
援
会
会
長　

土
屋　

和
夫

に
活
か
さ
れ
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
生
き

て
い
く
中
で
、「
自
分
に
誇
り
を
持

ち
、
自
分
を
信
じ
、
自
分
ら
し
く
、

媚
び
な
い
人
生
を
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
聖
栄

大
学
の
教
職
員
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
様
に
は
熱
心
な
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

受
け
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
東
京
聖
栄
大
学
と

卒
業
生
の
皆
様
、
後
援
会
の
皆
様
方

の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念

し
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
ご
と
に
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
卒
業
さ
れ
ま
す
健
康
栄
養

学
部
管
理
栄
養
学
科
・
食
品
学
科
の

皆
様
方
に
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

　

管
理
栄
養
学
科
四
年
次
生
が
東
京

聖
栄
大
学
附
属
わ
た
な
べ
幼
稚
園
に

お
い
て
、産
学
連
携
事
業
と
し
て「
稲

庭
ま
ご
う
ど
ん
を
用
い
た
食
育
（
秋

田
県
稲
庭
う
ど
ん
協
同
組
合
後
援
）」

を
実
施
し
た
。
参
加
学
生
は「
主
食
」

の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
手
作
り
う
ど
ん
指
導
等
を
通

し
て
食
育
を
実
践
し
た
。

い
ま
す
。

　

卒
業
さ
れ
る
ご
子
息
、
ご
息
女
の

皆
様
を
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

ご
家
族
の
皆
様
の
お
慶
び
は
い
か
程

か
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
卒
業
さ
れ
る
皆
様
は
、
東

京
聖
栄
大
学
の
第
六
回
目
の
卒
業
生

と
な
ら
れ
ま
す
。「
食
」
は
、
私
た

ち
が
健
康
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
く

上
で
最
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
で

す
。
食
生
活
と
健
康
と
が
切
り
離
せ

な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ

れ
つ
つ
あ
り
関
心
が
深
ま
っ
て
い
る

昨
今
、
こ
の
四
年
間
学
ん
で
来
ら
れ

た
「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
を
存
分

▲▼園児に手作りうどん指導

食育パフォーマンス

◆
産
学
連
携
に
よ
る
幼
稚
園
に
お
け
る
食
育
◆
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四
年
次
生
は
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
合
格
に
向
け
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

を
か
け
真
剣
か
つ
必
死
に
取
り
組
ん

で
い
る
時
期
と
な
っ
た
。一
方
で
は
、

い
よ
い
よ
卒
業
も
間
近
、
四
月
か
ら

は
こ
れ
ま
で
の
勉
学
環
境
か
ら
社
会

人
と
し
て
新
た
な
仕
事
に
従
事
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
準
備
も
含
め
て
大

変
忙
し
い
春
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
学
生
達
は
こ
れ

ら
の
全
て
を
こ
な
し
な
が
ら
大
学
生

活
を
過
ご
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
、

そ
の
到
達
感
、
達
成
感
や
満
足
感
も

学
生
自
身
の
成
長
と
向
上
に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
の

で
、褒
め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

学
生
自
身
、
在
学
中
は
大
学
の
良
さ

が
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ

る
が
、
卒
業
後
に
振
り
返
っ
て
み
る

と
様
々
な
お
世
話
に
な
っ
た
部
分
が

郷
里
の
ご
と
く
懐
か
し
さ
と
な
っ
て

戻
っ
て
き
て
、
自
信
を
持
っ
た
自
分

に
改
め
て
気
が
付
く
こ
と
と
思
う
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は

本
学
科
に
も
栄
養
教
諭
の
資
格
が
取

得
で
き
る
教
職
課
程
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
合
格
者

管
理
栄
養
学
科

教
職
課
程
の
ス
タ
ー
ト

管
理
栄
養
学
科
長
　
田
所
　
忠
弘

数
も
大
変
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
社
会
が
大
学
に
求
め
て
い
る

実
力
の
あ
る
、
か
つ
東
京
聖
栄
大
学

生
ら
し
い
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
管
理

栄
養
士
に
な
る
た
め
に
も
学
生
の
夢

に
答
え
ら
れ
る
学
科
の
シ
ス
テ
ム
作

り
、
つ
ま
り
学
生
が
将
来
の
選
択
肢

を
少
し
で
も
多
く
持
て
る
よ
う
常
に

努
力
し
て
い
る
。
今
回
、
教
職
課
程

申
請
と
そ
の
設
置
が
許
可
に
い
た
る

で
あ
ろ
う
こ
と
は
誠
に
う
れ
し
い
限

り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
体
制
も
教
員
と
学
生
と
の
間
断
の

な
い
絆
を
太
く
す
る
こ
と
に
益
々
役

立
っ
て
き
て
い
る
。
本
学
科
生
全
員

が
こ
れ
ら
を
余
す
こ
と
な
く
享
受

し
、
自
ら
の
能
力
を
益
々
向
上
で
き

る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
京

聖
栄
大
学
後
援
会
の
皆
様
に
も
改
め

て
様
々
な
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

育
の
一
環
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修

に
関
連
し
て
長
野
県
伊
那
市
の
物
産

展
を
食
品
学
系
研
究
室
が
『
聖
栄
葛

飾
祭
』
で
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
お
い
て
学
生
は

各
地
域
で
多
く
の
人
と
触
れ
合
い
、

そ
れ
に
よ
り
自
身
が
磨
か
れ
て
成
長

し
て
い
る
。
こ
の
成
長
は
教
室
で
講

義
を
聴
い
て
い
る
だ
け
で
は
身
に
付

か
な
い
も
の
で
あ
り
、
教
員
に
よ
っ

て
成
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
人
や
身
の
周
り
の

人
々
か
ら
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
さ
に
地
域
は
学
生
の
も
う
一

つ
の
学
び
の
場
で
も
あ
る
。
地
域
で

得
た
知
識
と
経
験
は
素
敵
な
社
会
人

を
作
り
上
げ
、
そ
の
彼
ら
に
立
派
な

活
躍
が
期

待
で
き

る
。
そ
の

よ
う
な
卒

業
生
が
こ

れ
か
ら
増

え
て
い
く

で
あ
ろ

う
。

　

地
域
社
会
と
大
学
と
の
つ
な
が
り

に
注
目
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

食
品
学
科
も
、
本
学
の
教
育
方
針
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
「
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
」
を
踏
ま
え
、
管
理
栄
養

学
科
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
活
動
を
大
学
に
近
い
所
か
ら
み

る
と
、
新
小
岩
北
口
商
店
会
企
画
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や「
大
学
通
り
」

の
清
掃
な
ど
を
調
理
学
系
研
究
室
が

中
心
に
な
り
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
葛
飾
区
と
は
、「
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
し
て
小
中
学
生
の
食
や

ク
ラ
ブ
活
動
に
関
連
し
た
催
し
に
参

加
す
る
ほ
か
、
区
か
ら
提
供
さ
れ
る

花
の
苗
を
季
節
ご
と
に
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
て
「
き
れ
い
で
清
潔
な
ま
ち

を
つ
く
る
条
例
」
に
一
役
買
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
福
島
県
塙
町
と
食
に

関
す
る
共
同
研
究
な
ど
を
通
し
て
交

流
し
て
い
る
。
塙
町
は
大
学
近
く
に

「
ダ
リ
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う

農
産
物
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
お
り
、
こ
れ
に

も
学
生
た
ち
が
協
力
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
に
も
次
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教

食
品
学
科

地
域
共
創
か
ら
学
ぶ

食
品
学
科
長
　
丸
井
　
正
樹

臨地実習報告会

福島県塙町産業祭に参加協力

　

就
職
活
動
は
三
年
次
か
ら
本
格
的

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

「
学
内
企
業
説
明
会
」

延
べ
三
十
一
社
が
来
校

に
開
始
と
な
り
、
十
二
月
の
就
職
活

動
解
禁
日
前
の
十
一
月
下
旬
に
業
界

説
明
会
を
二
日
間
に
亘
り
実
施
し
た
。

　

後
期
試
験
終
了
後
の
二
月
に
は
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
就
職
支
援

事
業
で
最
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
学
内
企
業
説
明
会
を
開
催
し
た
。

二
月
十
二
・
十
三
日
は
主
に
管
理
栄

養
士
職
採
用
企
業
か
ら
計
十
五
社
、

十
八
・
十
九
日
は
食
品
関
連
企
業
か

ら
計
十
六
社
の
人
事
担
当
者
が
来
校

さ
れ
、
企
業
説
明
等
を
実
施
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
熱
心
に
説
明
を

聞
き
、
積
極
的
に
質
問
等
を
し
、
各

企
業
が
求
め
る
人
物
像
等
、
多
く
の

情
報
を
得
て
い
た
。

　

学
内
企
業
説
明
会
参
加
企
業
様
か

ら
は
例
年
多
く
の
内
定
を
頂
い
て
お

り
、
今
年
も
多
く
の
内
定
が
頂
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

就
職
希
望
者
は
、
今
後
開
催
す
る

就
職
関
連

行
事
に
も

積
極
的
に

参
加
し
、

多
く
の
情

報
を
収
集

し
積
極
的

に
就
職
活

動
を
継
続

し
て
ほ
し

い
。

学内企業説明会
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入学式
（H25.4.1）

奨学金授与式
（Ｈ25.6.7）

聖栄葛飾祭
（Ｈ25.11.9～11.10）

東京都食育フェア
（Ｈ25.10.12～10.13）

食品関係業界企業説明会
（Ｈ25.11.25）

7号館竣工
（Ｈ25.9.5）

管理栄養士企業説明会
（Ｈ25.11.18）

かつしかスポーツフェスティバル
（Ｈ25.10.14）

グループディスカッション講座
（Ｈ25.11.27）

柴又宵祭り
（Ｈ25.9.14）

防火・防災訓練講習会
（Ｈ25.11.20）

１年次生キャリアガイダンス
（Ｈ25.10.24）

４年次生による就職体験講話
（Ｈ25.12.9）

学友会総会・部・同好会説明会
（H25.4.12） 体育祭

（Ｈ25.5.24）

平成25年度　東京聖栄大学フォトグラフィー
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今
後
と
も
東
京
聖
栄
大
学
の
益
々

の
ご
発
展
と
理
事
長
先
生
・
学
長
先

生
を
始
め
教
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
致
し
ま
す
と
共
に
、
卒
業
生

の
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

後
援
会
役
員
寄
稿

後
援
会
役
員　

中
嶋　

悦
子

　

春
色
な
ご
や
か
な
季
節
、
後
援
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
ご
卒
業
さ
れ
る
皆
様
に

と
っ
て
東
京
聖
栄
大
学
で
の
四
年
間

は
、
充
実
し
た
学
生
生
活
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
学
生
生
活
と
言
う
も
の

目
的
意
識
が
な
け
れ
ば
あ
っ
と
言
う

間
に
過
ぎ
去
る
も
の
で
す
が
、
常
に

目
標
を
持
ち
そ
れ
に
向
か
っ
て
毎
日

友
人
と
励
ま
し
努
力
し
て
行
く
こ
と

を
大
学
の
特
徴
で
も
あ
る
少
人
数
制

に
よ
る
き
め
細
か
い
教
育
で
教
え
て

頂
け
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
に
出
て
も
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
行
く
力
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
大
事
な
こ
と

な
の
か
気
づ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
学

生
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽

ば
た
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
望
め
ば
叶
う
」
心
に
強
く
抱
い

て
下
さ
い
。

４月１日（火）	 学年開始
４月１日（火）	 入学式
３月31日（月）～４月５日（土）
	 ガイダンス等
４月７日（月）	 前期授業開始
５月31日（土）	学園創立記念日
７月29日（火）	 前期授業終了
８月６日（水）	 夏期休暇開始
９月22日（月）	
	 夏期休暇終了・前期終了
９月24日（水）
	 後期開始・後期授業開始
11月６日（木）・７日（金）
	 大学祭準備
11月８日（土）・９日（日）
	 聖栄葛飾祭
11月10日（月）
	 大学祭後片付（休講）
11月11日（火）	 代日休校
12月22日（月）	 授業終了
12月24日（火）	冬期休暇開始
１月５日（月）	 冬期休暇終了
１月６日（火）	 授業再開
２月２日（月）	 後期授業終了
３月20日（金）	 卒業式
３月31日（火）	 学年終了

平成26年度

学　年　暦

平
成
二
十
六
年
度

後
援
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

一
．
日　

時

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
火
）

　
　

午
前
十
一
時
頃

　
　
（
入
学
式
に
引
続
き
）

二
．
場　

所

　
　

わ
た
な
べ
記
念
館
（
講
堂
）

一
時
間
程
の
お
時
間
で
す
。
ご
出
席

戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
４年次生の主な就職予定先

【就職】
＜管理栄養士・栄養士職＞
（病院）　（医社）三友会　三枝病院、（医社）順江会
　江東病院
（福祉施設）　（医社）湖聖会　純恵の郷、（社福）正
吉福祉会、（社福）千手会　さくら福寿苑、（社福）
高嶺福祉会　さつまの里、（社福）常盤会　本部園
（保育園）　さくら学園保育所、すえひろ保育園、
原木保育園、広尾みらい保育園、南船橋保育園、
わらべみどり保育園、チェリー保育園、㈱マミー
ズエンジェル
（給食会社）　栄養食㈱、エームサービス㈱、㈱グ
リーンハウス、シダックス㈱、ジャパンウェルネ
ス㈱、西洋フード・コンパスグループ㈱、㈱セブ
ン＆アイ・フードシステムズ、㈱ニッコクトラスト、
日清医療食品㈱、日本給食サービス㈱、ハーベス
ト㈱、㈱パンプキンズコーポレーション、富士産
業㈱、ベストフードサービス㈱、㈱レクトン、㈱
LEOC、㈱日京クリエイト、日本医療サービス㈱
（薬局・その他）　㈱ファンデリー、㈱マツモトキ
ヨシ、㈱美高商事
＜一般企業＞
イオンベーカリー㈱、一冨士フードサービス㈱、
イニシオフーズ㈱、イフスコヘルスケア㈱、おひ
つ膳田んぼ、㈱神戸ゴマルゴ、㈱こだわりや、㈱
サイゼリア、佐川急便㈱、㈱ジェイプロジェクト、
㈱ゼンショーホールディングス、チムニー㈱、㈱
テラケン、㈱ニッセーデリカ、㈱ノジマ、㈱梅林堂、
㈱パティスリードパラディ、㈱ビックモーター、
㈱フォンス、㈱ブロンコビリー、㈱ポンパドウル、
㈱もずキム、㈱物語コーポレーション、㈱グロー
バルエース
＜食品衛生監視員＞
東京都特別区
＜学校＞
（学）後藤学園　武蔵野栄養専門学校（助手）

　

平
成
二
十
五
年
度
卒
業
生
の
就
職

内
定
状
況
は
、
二
月
末
日
現
在
で
昨

年
同
日
比
プ
ラ
ス
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト

の
八
三
・
二
％
で
あ
り
、
昨
年
に
比

べ
若
干
改
善
さ
れ
た
。

　

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
は

管
理
栄
養
士
職
を
中
心
に
昨
年
同
日

比
マ
イ
ナ
ス
二・
三
ポ
イ
ン
ト
の

八
七・五
％
の
内
定
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

食
品
学
科
は
、
今
年
も
多
く
の
学

生
が
食
品
企
業
の
研
究
・
技
術
・
製

造
職
や
調
理
職
な
ど
に
内
定
し
て
お

り
、
内
定
率
は
昨
年
同
日
比
プ
ラ
ス

一
・
二
ポ
イ
ン
ト
の
七
四
・
四
％
で
あ

る
。
今
年
は
東
京
都
特
別
区
食
品
衛

進
路
状
況

生
監
視
員
職
の
公
務
員
試
験
に
一
名

が
合
格
し
た
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
係

教
職
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
就
職

未
内
定
者
へ
の
就
職
支
援
を
継
続
し

て
い
く
。
未
内
定
者
は
積
極
的
に
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
諦
め

ず
に
就
職
活
動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
現
三
年
次
生
の
就
職
活
動

は
十
二
月
に
解
禁
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

就
職
戦
線
は
本
格
化
し
て
い
く
。
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
学
生
の
希
望

進
路
実
現
に
向
け
て
全
力
で
就
職
支

援
を
す
る
。

●�

聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）

　

十
一
月
九
日
（
土
）・
十
日
（
日
）

に
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
が
開
催
さ
れ
、

多
数
の
来
場
者
が
あ
り
成
功
裏
に
終

学
友
会
活
動
報
告

了
し
た
。『
聖

栄
葛
飾
祭
』
で

の
収
益
金
の
一

部
は
、
東
日
本

大
震
災
義
援
金

や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
金
と
し

て
お
り
、
葛
飾

区
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
表
彰
を
受
け
た
（
写
真
）。


